
キリスト教委員会のHP(http://rakuno-ce.org)にアクセスして事前に聖書や讃美歌の確認をしましょう。 
（アレーテイア）がイデアの世界に隠されている真理を発見するという意

味を持っていることも関係しています。10節も9節同様に「世にそれは在

った」「そして世はそれによって生じた」「そして世はそれを認識しなか

った」という三つの短い詩文から成ります。ギリシャ語を直訳しましたの

で、代名詞をそのまま訳しましたから、少々分かりづらいかもしれません

が、「それ」は「ロゴス」（言葉・理性）を意味します。ですから、ここ

でも天地創造以前から存在する「先在のロゴス」（先在のキリスト）の被

造物であるにもかかわらず、この世はイエスを認識できなかったというギ

リシャ哲学の善悪二元論的を前提とする思弁が言い表されているのです。 
 ヨハネ福音書には「わたしは良い羊飼い」や「わたしはまことのぶどう

の木」といったキャッチーな表現が数多く現れますので、分かりやすい内

容だと勘違いされることがあるのですが、かなり難解な文書です。今日の

テクストはこの世がイエスを十字架で処刑してしまったことを、この世は

この世の創造者であるロゴスなるイエス・キリストを認識しなかったと象

徴的に表現しています。しかし、隠されている真理にわたしたちを導こう

としているようでありつつ、却って真理を遠くに隠したままにしているよ

うにさえ感じさせられます。それで奨励題を「真理とは理解されないもの」

としたのですが、ヨハネが言わんとする「理解／認識」は、難解な真理を

悟ることなどではなく、知ろうとするものにわたしたちが真剣に向き合

い、知ろうと欲しているかを問うているように思われるのです。研究によ

って真理に到達することも同様です。究極の真理に到達すること以上に、

真理に到達しようと日々懸命に努力し続ける姿勢が問われているのです。 
 

【2022年度秋期キリスト教教育強調週間の案内】（次回の大学礼拝） 
 次回の大学礼拝は2022年度秋期キリスト教教育強調週間の礼拝として

行います。要領は以下の通りです。 
・日時：2022年10月25日（火）10時40分 
・聖書：マルコによる福音書8章27～30節 
・主題：「イエスとは何者か――『思想及び良心の自由』 
           をめぐってキリスト教について考える」 
・講師：日向恭司先生（日本キリスト教団名寄教会牧師・名寄幼稚園園長、

元日本キリスト教団北海教区幹事） 
 今回の強調週間では日向先生を通じて「イエスとは何者か」についてお

話しいただき、そこからさらに問題が顕在化している旧統一教会（世界平

和統一家庭連合）とカルト宗教の問題を含めて「『思想及び良心の自由』

をめぐってキリスト教について考える」機会とします。ご出席ください。 

【大学礼拝週報】2022 年度 第 19 号（後学期第４号） 

2022 年 10 月 18 日（火）午前 10 時 40 分 

リモート礼拝（酪農学園大学 黒澤記念講堂） 

《大 学 礼 拝》 

〈礼拝動画の配信〉 
 

前  奏 

讃 美 歌  讃美歌２１ 403番（聞けよ、愛と真理の） 

聖  書  ヨハネによる福音書 1 章 9−10 節 

奨  励  「真理とは理解されないもの」小林昭博先生（宗教主任） 

祈 り 

讃 美 歌  讃美歌 332番（主はいのちを） 

報  告 

後  奏 
 

【本日の聖書】ヨハネによる福音書 1 章 9−10 節  
 9 その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。10 言

は世にあった。世は言によって成ったが、世は言を認めなかった。 
 

【奨励】「真理とは理解されないもの」 
 ヨハネ福音書1：9−10は光やロゴスとして表されているイエスをこの世

が理解することができなかったということを神話的な表象を通して伝え

ています。9節は「真理の光が在った」「それは全ての人間を照らす」「そ

れは世に来た」という三つの短い詩文で構成されています。詩文を通して

イエスが人間を照らす真理の光としてこの世に到来したということを読

者に伝えています。新共同訳聖書が「まことの光」と訳している表現は、

「真理の光」とも「本物の光」とも訳すことができますが、おそらく双方

の意味を含ませているのだと思います。したがって、この表現はイエスこ

そが唯一無二の本物の真理の光であり、その光にこの世が照らされること

によって、隠されている真理が明らかとなり、この世の闇が消え去るとい

うギリシャのプラトン哲学やストア哲学の善悪二元論的な思惟が語られ

ているということです。この背後には真理を意味するギリシャ語の ἀλήθεια 
 


